　　　　　　　　　排水管接続仕様書　（別紙各種参考図面参照）
管接続について
　　民地内に最終枡を設け、枡から各種排水へ取り付けます。（本管への接続は、一施設一箇所とします。）排水接続先としては、原則、道路埋設排水管に接続することとします。但し、これによりがたい場合は、「清須市の排水施設に接続する私設の下水道（取付管）の取扱いについて」に従います。

◎道路埋設排水管への接続の場合

（１）本管の管頂120度の間にヒューム管用の支管材を樹脂系接着剤により取付け、接着剤が硬化した後、番線を巻き、さらに補強としてモルタル巻きをします。（詳細は別紙２「支管接合の留意点」のとおり）

（２）取り付けにあたって、本管に開ける孔は削孔機を用いて開け、管内のコンクリート殻は、完全に取り除くようにします。

◎U字側溝への接続の場合

（１）支管とU字側溝との隙間にはコーキング剤を注入し、保護コンクリート又は保護モルタルにて補強します。（詳細は別紙１「U字側溝接合留意点」のとおり）

（２）取り付けにあたって、U字溝に開ける孔は削孔機を用いて開け、管内のコンクリート殻は、完全に取り除くようにします。

◎ボックスカルバートへの接続の場合

（１）支管とボックスカルバートとの隙間には無収縮モルタルを充填し、保護コンクリートにて補強する。（詳細は別紙３「ボックスカルバート接合標準図」のとおり）

（２）本管に開ける孔は削孔機を用いて開け、管内のコンクリート殻は、完全に取り除くようにします。

舗装復旧について
◎舗装道路

（1） 埋戻しは、別紙「取り付け管部分復旧標準図」のとおり管天端10cmまで山砂とし、従来土部分は、撒き出し厚20cmごとに転圧埋戻しをし、その上に砕石層32cmを設けてその後に、常温合剤又は表層加熱アスファルト混合物3cmで仮復旧します。なお、各層毎の転圧は十分行います。

（2） 仮復旧後、十分な自然転圧期間を設け、再生密粒度アスコン※5cmにて本復旧します。
※歩道は表層4cm、路盤10cmとします。
◎砂利道

（１） 埋戻しは、管天端10cmまでは山砂とし、在来土部分は撒き出し厚20cmごとに転圧埋戻しをし、その上に砕石（厚5cm以上）を散布します。

◎インターロッキングブロック歩道舗装

（２）埋戻しは、管天端20cmまで山砂とし、従来土部分は、撒き出し厚20cmごとに転圧埋戻しを行い、その上に砕石層10cm以上（乗入れ口の場合は20cm以上）を設け、その後にクッション砂（3cm）を撒き、既設ブロックを布設し転圧及び目地砂を散布します。なお、各層毎の転圧は十分行います。
その他
本工事に起因し他の埋設物または、工作物に損害を及ぼしたときは、当方が責任をもって処理します。

道路の掘削は、コンクリートカッター等で丁寧に切り取り従来舗装に損害を与えないようにします。

車両通行止め及び交通に妨げを及ぼす場合及び道路交通法第７７条の規定による道路使用許可を受ける場合は、交通の円滑、危険防止に留意します。
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